
検査済証、許可証、通知書等の電子交付について

※ 電子署名とは・・・

検査済証等の電子データについて、通信途上の電磁的記録の情報漏洩、改ざん等を防止するためのもので、

消防署長や市長の印影の代わりとなる暗号化された電子証明書（紙には印字されません。）を付与します。

電子証明書の有効期限は法律で５年以内とされていますが、有効期限が切れた後も、検査済証等の効力が

無効となることはありません。

■ 電子交付の流れと検証の方法

デジタル庁「政府認証基盤（GPKI）」ホームページの「ＰＤＦ署名検証ＷＥＢアプリ」での検証方法

福岡市電子申請システムで申請した手続きについて、検査済証、許可証、通知書等（以下「検査済証等」

という。）をオンラインで受け取ることを選択した場合、電子署名を付与したＰＤＦ形式の検査済証等を

電子交付します。

 電子交付では、消防署長や市長の印影に代えて、電子署名※が付与されます。

 従来どおり、紙の検査済証等を窓口で受け取ることも可能ですが、電子交付を受けた後に、紙の検査

済証等の再交付を申請することはできません。

申請から検査済証等の受け取りまでグラファー上で
デジタル完結することができます。

① 電子署名を付与した検査済証等（PDF形式）を
アップロード（URL付メールが送信）
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② URLを押下すると消防局からアップロードされた
検査済証等を確認、検証することが可能

（参考）検証結果のイメージ

(参考)電子署名が付与されたPDFデータのイメージ（検査済証の例）

消防署長印や市長印はありません

PDFファイルをAdobe Acrobat Readerで
開くとメッセージが表示されますが、
電子署名の有効性は下記の方法で検証で
きるため問題ありません。

 返信されたメールでの検証

 デジタル庁での検証

https://www.gpki.go.jp/
https://www.gpki.go.jp/application/pdfapp.html

	スライド番号 1

